（様式－総９）
令和　　年　　月　　日　

所在地　　　○○市○○区○○町○丁目○番○号
商号又は名称　　　株式会社○○○○
代表者　　　代表取締役　　○○　○○

広島製産品使用予定調書
工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	対象資材①
	該当資材①(ａ)
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
	・(ａ)の合計額（見積り額計）【Ａ】
　　　○，○○○，○○○　円

・(ａ)のうち広島製産品の使用額計（見積り額計）【Ｂ】
　　　○，○○○，○○○　円

・使用割合【Ｂ】／【Ａ】
　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　
＝○．○○○（少数第4位四捨五入）
〔○○・○　％〕

	対象資材②
	該当資材②(ｂ)
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
〔　〕・
	・(ｂ)の合計額（見積り額計）【Ｃ】
　　　○，○○○，○○○　円

・(ｂ)のうち広島製産品の使用額計（見積り額計）【Ｄ】
　　　○，○○○，○○○　円

・使用割合【Ｄ】／【Ｃ】
　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　
＝○．○○○（少数第4位四捨五入）
〔○○・○　％〕



※１　「対象資材①」及び「対象資材②」欄に記入する資材名は、入札公告の別紙「総合評価に係る事項」に記載されている該当資材をそのまま記入すること。
※２　「対象資材①」及び「対象資材②」欄に記入した資材のうち、広島製産品を使用予定の資材については、資材名左の「〔　〕」に○を記入すること。
※３　【Ａ】、【Ｂ】、【Ｃ】、【Ｄ】の金額は、消費税及び地方消費税を除いた金額を記入すること。
※４　【Ｂ】及び【Ｄ】に記入する金額は、上記の「〔　〕」欄に○を記入した資材の合計額とする。
※５　対象資材①及び対象資材②の分類及び、該当する資材については、入札公告の別紙「総合評価に関する事項」及び入札説明書の別紙「総合評価に関する説明書」の２ 提出書類等についてを必ず参照のこと。
※６　共同企業体での申請の場合、共同企業体の代表者のみが本様式を提出すること。共同企業体の代表者以外の者は、本様式について提出を要しない。共同企業体の代表者から提出のあった本様式にて評価する。　
※７　広島製産品の使用予定がない場合は、本様式の提出を要しない。
※８　本評価項目において加点評価された場合は、落札者に履行義務を課すものとする。評価基準を満たさない変更をした場合は、落札者の工事成績評定点を８点減点する。
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（様式－総 ９ ）   56     令和    年    月    日       所在 地     ○○市○○区○○町○丁目○番○号   商号又は名 称     株式会社○○○○   代表 者     代表取締役    ○○   ○○     広島製産品使用予定調書   工事名                          

対象資材①  該当 資材① ( ａ )   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・  ・ ( ａ ) の合計額（見積り額計）【Ａ】       ○，○○○，○○○   円     ・ ( ａ ) のうち広島製産品の使用額計（見積り額計） 【Ｂ】       ○，○○○，○○○   円     ・使用割合【Ｂ】／【Ａ】              ／              ＝○．○○○（少数 第 4 位四捨五入）   〔○○・○   ％〕  

対象資材②  該当 資材② ( ｂ )   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・   〔   〕・  ・ ( ｂ ) の合計額（見積り額計）【Ｃ】       ○，○○○，○○○   円     ・ ( ｂ ) のうち広島製産品の使用額計（見積り額計） 【Ｄ】       ○，○○○，○○○   円     ・使用割合【Ｄ】／【Ｃ】              ／              ＝○．○○○（少数 第 4 位四捨五入）   〔○○・○   ％〕  

  ※ １   「対象資材①」及び「対象資材②」欄に記入する資材名は、 入札公告の別紙「総合評価に係る事項」 に記載されている 該当資材を そのまま 記入すること。   ※ ２   「対象資材①」及び「対象資材②」欄に記入した資材の うち、広島製産品を使用予定の資材について は、資材名左の「〔   〕」に○を記入すること。   ※ ３   【Ａ】、【Ｂ】、【Ｃ】、【Ｄ】の金額は、消費税及び地方消費税を除いた金額を記入すること。   ※ ４   【Ｂ】及び【Ｄ】に記入する金額は、 上記の「〔   〕」欄に○を記入した資材の合計額とする。   ※ ５   対象資材①及び対象資材②の分類及び、該当する資材については、 入札公告の別紙「総合評価に 関す る 事項」及び入札説明書の別紙「総合評価に関する説明書」 の ２   提出書類等についてを必ず参照のこ と。   ※６   共同企業体での申請の場合、共同企業体の代表者のみが本様式を提出すること。共同企業体の代表者 以外の者は、本様式について提出を要しない。共同企業体の代表者から提出のあった本様式にて評価す る。     ※ ７   広島製産品の使用予定がない場合は、本様式の提出を要しない。   ※ ８   本評価項目において加点評価された場合は、落札者に履行義務を課すものとする。評価基準を満たさ ない変更をした場合は、落札者の工事成績評定点を８点減点す る。  

